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六
月
定
例
会

「土居」を「池川」に

北部交通バス延伸は

在宅介護支援は

移住促進

買い物弱者支援へ

引地橋公衆トイレ周辺・森地区土地購入へ

優勝・池川中学校

県
体
優
勝
・
準
優
勝
！

準優勝・仁淀中学校



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（2）

一 般 質 問

25年度 第2回6月定例会が、6月11日・12日に開かれた。

一般質問に6人が、当面する課題について活発な議論を展
開した。

答 全地権者の同意で可能

「土居」を「池川」に
地名変更を

大
石
町
長
最
後
の
定
例
会
で
す
。

池
川
の
地
名
が
な
く
な
り

非
常
に
寂
し
い
と
聞
く
。
道

路
標
識
も
土
居
と
な
っ
て
地

名
が
わ
か
り
に
く
い
。
字
土

居
を
池
川
に
変
更
で
き
な
い

か
。大

字
を
変
更
し
た
場
合
、

住
居
地
番
が
変
わ
り
、
免
許

証
、
戸
籍
、
住
民
票
の
変
更

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

大
字
名
称
変
更
は
可
能
だ

が
、
全
地
権
者
の
同
意
が
必

要
で
あ
る
。

道
路
標
識
に
池
川
を
入
れ

ら
れ
な
い
か
道
路
管
理
者
に

要
請
す
る
。

問

橋
　
本

答

町
　
長

道路標識



追
手
前
高
校
吾
北
分
校
存

続
問
題
も
影
響
、
い
の
町
と

の
協
議
の
結
果
。

運
行
状
況
は
、
１
日
３
便

で
、
狩
山
口
で
の
乗
車
さ
れ

る
方
は
１
日
１
人
、
下
車
は

２
日
で
１
人
、
乗
車
さ
れ
る

方
は
い
の
町
、
高
知
市
ま
で

の
長
距
離
利
用
者
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成25年8月10日発行（3） 第32号

平
成
17
年
８
月
１
日
に
３
町
村
が
合
併
し

仁
淀
川
町
が
発
足
し
た
。
１
代
目
は
藤
�
町

長
が
「
和
」
を
行
政
運
営
に
取
り
入
れ
て
の

四
年
間
。

２
代
目
は
大
石
町
長
、「
自
然
と
共
生
し
た

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
の
四
年
間
。

８
月
11
日
に
は
、
３
回
目
と
な
る
町
長
選

が
あ
る
。

三
つ
ど
も
え
の
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
町
づ
く
り
構
想
を
挙
げ
て
の
立
候

補
。
平
成
17
年
の
人
口
よ
り
２
割
減
の
６
千

368
人
、
有
権
者
５
千
670
人
の
町
民
の
考
え
方

は
。ま

た
、
７
月
21
日
は
参
議
院
の
選
挙
、
衆

参
両
院
の
ね
じ
れ
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
選

挙
戦
と
い
わ
れ
て
い
る
。

気
温
も
選
挙
熱
も
高
く
な
る
こ
の
夏
。

仁
淀
川
町
議
会
も
来
年
１
月
に
は
議
員
選

挙
と
な
る
。

定
数
も
12
人
か
ら
10
人
と
な
る
が
、
過
疎

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
27
年
に
は
合
併
支
援

措
置
も
終
わ
る
本
町
の
行
方
は
。

片
岡
　
政
徳

議
長
一
口
メ
モ�

！�

国
道
439
号
柳
野
工
区
も
全

面
開
通
、
大
型
車
の
通
行
も

可
能
と
な
り
、
４
月
１
日
よ

り
県
交
北
部
交
通
が
狩
山
口

ま
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

運
行
状
況
、
経
過
を
聞
く
。

問

橋
本
眞
一

答

町
　
長

問

橋
　
本

答

町
　
長

北
部
交
通
バ
ス
延
伸
は

朝
倉
ま
で
乗
り
換
え
な
し

で
約
１
時
間
20
分
。

こ
の
路
線
は
重
要
で
、
北

浦
439
市
ま
で
延
伸
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
に
も
Ｐ
Ｒ
と

積
極
的
な
取
り
組
み
を
。

民
間
バ
ス
会
社
と
の
関
係

も
あ
る
が
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

狩山口までの運行（北部交通）



ろ
ん
な
状
況
を
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

２
年
住
み
、
５
年
も
す
れ

ば
結
婚
を
し
家
族
も
増
え
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
金
銭
的

助
成
も
別
の
形
で
町
に
返
っ

て
く
る
。
生
き
た
お
金
に
な

る
の
で
は
。

地
域
の
状
況
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

今
後
の
町
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
参
考
と
な
り
、
県
で

も
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は

あ
る
。
県
外
な
ど
も
勉
強
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

24
年
度
末
貸
付
け
状
況
は

45
人
（
返
済
中
含
む
）

２
千
792
万
５
千
円
。

今
年
度
予
定

16
人
。

554
万
４
千
円
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（4）

答 前向きに検討

奨学金制度
見直しを

梼
原
町
の
奨
学
金
制
度
で

は
、
最
高
８
万
円
で
、
卒
業

後
一
定
期
間
町
に
住
め
ば
返

済
が
免
除
さ
れ
る
と
聞
く
。

問

農
本
規
仁

答

大
野
教
育
長

特
定
の
職
種
に
限
ら
れ
る

と
い
う
が
、
知
的
財
産
、
人

的
財
産
と
も
い
う
べ
き
若
い

優
秀
な
人
材
に
１
人
で
も
多

く
町
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め

の
制
度
見
直
し
も
必
要
で
な

い
か
。

一
般
の
貸
与
者
が
返
済
す

べ
き
期
間
内
、
町
内
に
生
活

の
本
拠
を
有
せ
ば
、
半
額
。

看
護
師
・
保
健
師
・
社
会

福
祉
士
・
薬
剤
師
・
理
学
療

法
士
と
し
て
町
内
に
従
事
し

た
期
間
が
、
貸
与
を
受
け
た

期
間
の
1.5
倍
に
達
し
た
時
は

全
額
免
除
に
な
る
。

梼
原
町
の
よ
う
な
免
除
規

定
は
、
若
者
定
住
、
人
材
確

保
の
上
で
も
一
方
法
で
あ
る

が
、
社
会
情
勢
、
財
政
状
況
、

地
域
づ
く
り
へ
の
効
果
の
見

通
し
、
公
平
性
、
目
的
な
ど

慎
重
に
考
慮
す
る
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
医

療
・
介
護
の
有
資
格
者
の
人

材
確
保
も
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
若
者
定
住
と
い
う
取
り

組
み
も
力
を
入
れ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
中
で
、
い

問

農
　
本

答

町
　
長

答

大
野
教
育
長

答

町
　
長

ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部

卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部卓球部

県体に向けて練習中



水
力
発
電
事
業
に
伴
う
補

償
金
に
よ
り
繁
殖
保
護
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
。

安
全
面
か
ら
町
職
員
の
み

で
行
っ
て
い
る
。

個
人
や
、
団
体
な
ど
に
連

絡
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成25年8月10日発行（5） 第32号

あめごの
放流について

昨
年
６
月
、
大
石
町
長
は

ソ
ニ
ア
の
財
産
を
市
場
価
格

と
大
き
く
か
け
離
れ
た
不
適

問

藤
野
格
昭

答

町
　
長

正
な
価
格
で
売
却
さ
せ
、
町

民
の
財
産
に
大
き
な
損
害
を

与
え
た
、
と
言
う
こ
と
で
高

知
地
方
裁
判
所
に
住
民
訴
訟

が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
経
過
は
。

原
告
町
民
２
人
に
よ
り
訴

え
の
提
起
が
あ
っ
た
。

昨
年
３
回
、
本
年
度
４
回

の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
次
回

は
、
10
月
８
日
を
予
定
。

適
正
な
価
格
と
主
張
し
て

い
る
が
、
仁
淀
川
町
の
問
題

で
は
な
く
、
ソ
ニ
ア
の
問
題

で
、
町
民
感
情
で
は
合
理
的

判
断
と
理
解
さ
れ
に
く
い
と

思
う
が
。

現
在
、
係
争
中
で
あ
り
、

司
法
の
場
で
判
断
す
る
の
で
、

コ
メ
ン
ト
は
避
け
る
。

以
前
は
、
放
流
時
に
区
長

に
連
絡
が
あ
り
手
伝
い
を
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
最
近

は
職
員
で
行
っ
て
い
る
よ
う

だ
。放

流
後
、
す
ぐ
に
町
外
の

人
が
釣
り
を
し
て
い
る
が
、

な
ぜ
知
っ
て
い
る
の
か
。

問

藤
　
野

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

大
野
産
業
建
設
課
長

問

藤
　
野

答

大
野
産
業
建
設
課
長

答 コメントは避ける

継続中の裁判は

放
流
場
所
も
広
範
囲
に
で

き
な
い
か
、
年
に
何
回
ぐ
ら

い
放
流
し
て
い
る
か
。

吾
川
地
区
は
、
以
前
場
所

が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
は

い
ろ
ん
な
所
に
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

４
月
に
稚
魚
、
５
月
に
成

魚
を
放
流
。

岩戸川

アメゴ放流　土居川



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（6）

答 関係団体と検討

北部交通バス大崎まで

県
交
通
バ
ス
が
狩
山
口
ま

で
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
利

便
性
が
悪
い
。
池
川
支
所
前

ま
で
乗
り
入
れ
で
き
な
い
か
。

大
崎
ま
で
延
伸
で
き
れ
ば
、

高
知
市
へ
の
利
便
性
が
大
き

く
向
上
す
る
が
。

本
年
４
月
よ
り
、
柳
野
か

ら
狩
山
口
ま
で
延
伸
さ
れ
た
。

追
手
前
高
校
吾
北
分
校
の
生

徒
確
保
対
策
も
関
係
し
て
い

る
と
思
う
。

狩
山
口
の
路
線
は
、
い
の

町
の
補
助
に
よ
り
運
行
さ
れ

て
お
り
県
交
北
部
交
通
は
、

今
以
上
の
乗
り
入
れ
は
考
え

て
い
な
い
。

池
川
支
所
前
や
大
崎
ま
で

は
、
バ
ス
事
業
者
へ
の
影
響

や
路
線
の
継
続
な
ど
難
し
い

が
、
路
線
が
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
黒
岩
観
光
や
北
部
交

通
、
隣
接
自
治
体
な
ど
関
係

団
体
と
検
討
す
る
。

問

山
口
芳
正

防
災
訓
練
時
に
、
消
防
よ

り
高
齢
者
の
日
常
生
活
情
報

を
共
有
し
、
災
害
救
助
に
活

か
す
説
明
を
受
け
た
。

個
人
情
報
は
厳
し
く
制
限

さ
れ
て
い
る
が
、
非
常
時
へ

の
対
応
は
現
状
で
よ
い
か
。

災
害
時
の
高
齢
者
等
の
要

援
護
者
対
策
は
、
23
年
度
に

「
仁
淀
川
町
避
難
支
援
プ
ラ
ン

計
画
」
を
策
定
し
、
個
別
デ

ー
タ
を
管
理
す
る
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
た
。

24
年
度
に
関
係
機
関
の
保

有
す
る
個
別
デ
ー
タ
を
シ
ス

テ
ム
に
入
力
し
、
在
宅
の
要

介
護
３
以
上
の
個
別
支
援
計

画
も
策
定
す
る
な
ど
、
情
報

提
供
の
準
備
は
し
て
い
る
。

個
人
情
報
は
平
常
時
の
提

供
に
は
難
し
い
課
題
が
あ
る

が
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
情
報
提
供
の
ル
ー
ル

作
り
を
検
討
し
た
い
。

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

防災対策と
個人情報の共有は

北浦地区防災訓練



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成25年8月10日発行（7） 第32号

答

門
田
保
健
福
祉
課
長

問

山
　
口

本
町
は
、
非
常
に
過
疎
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
在

宅
介
護
の
支
援
体
制
は
充
分

か
。昨

年
末
で
高
齢
化
率
が

50
％
を
超
え
た
。
介
護
認
定

者
は
４
月
末
現
在
747
人
。
65

歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認

定
を
受
け
て
い
る
。
在
宅
サ

ー
ビ
ス
は
要
支
援
１
か
ら
２

が
８
割
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
町
内
３
事
業
所
と
町
外
医

療
施
設
な
ど
で
の
デ
イ
ケ
ア

が
主
で
、
福
祉
用
具
の
貸
与

や
給
付
、
住
宅
改
修
が
多
い
。

支
援
策
は
、
家
族
介
護
用

品
支
給
、
居
宅
要
介
護
者
等

支
援
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
等
が
あ
る
。

課
題
は
、
高
齢
化
が
進
み
、

老
々
介
護
が
増
加
し
て
い
る
。

在
宅
福
祉
へ
の
対
応
と
し
て
、

ヘ
ル
パ
ー
養
成
の
継
続
、
吾

川
地
区
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新

設
に
補
助
や
、
仁
淀
地
区
に

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

在宅介護支援は

２
校
が
合
同
と
な
り
、友
達

も
増
え
て
毎
日
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
た

事
で
良
き
ラ
イ
バ
ル
も
増
え
、

定
期
テ
ス
ト
の
時
は
わ
か
ら
な

い
所
を
教
え
合
い
、授
業
中
も

み
ん
な
積
極
的
に
発
表
す
る

よ
う
に
な
り
、と
て
も
良
い
学

び
合
い
が
で
き
、ク

ラ
ス
全
体
で
高
ま

る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、み
ん
な
で
協

力
し
一
人
一
人
が
責
任
を
持

っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
ク
ラ

ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
の

た
め
に
も
日
々
の
係
り
の
仕

事
か
ら
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
池
川
中
２
年

掛
水

咲
良
）

ラ�コ�ム�

ミニディ（保育園との交流）

一
つ
の
学
校
に
な
っ
て

子どもの笑顔、元気をもらいました



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（8）

答 努力する

移住促進

仁
淀
川
町
の
人
口
が
激
減

し
て
い
る
。

今
、
都
市
で
は
、
地
震
や

放
射
能
汚
染
に
お
び
え
、
安

全
な
地
方
へ
の
転
出
を
希
望

し
て
い
る
子
育
て
世
代
が
多

い
。移

住
促
進
事
業
は
進
ん
で

い
る
か
。

池
川
自
然
学
園
を
拠
点
に

本
年
度
、
本
格
稼
働
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

指
定
管
理
を
す
る
わ
け
だ

が
、
成
功
す
る
も
、
失
敗
す

る
も
、
受
託
者
の
能
力
、
資

質
の
高
さ
が
要
求
さ
れ
る
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
専

門
知
識
が
活
用
で
き
る
、
公

募
に
よ
る
提
案
型
の
委
託
を

考
え
て
い
る
。

人
材
派
遣
会
社
「
パ
ソ
ナ
」

が
、
淡
路
島
で
廃
校
を
利
用

し
た
成
功
例
が
あ
る
。

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

午
前
中
農
作
業
を
し
、
午
後

は
、
自
分
の
芸
術
を
学
ん
で

い
る
。

農
作
業
で
支
払
わ
れ
る
賃

金
は
月
10
万
円
。

３
年
間
で
、
３
分
の
２
の

100
人
位
が
自
立
し
た
。

自
然
減
が
進
む
、
仁
淀
川

町
に
と
っ
て
、
移
住
促
進
は

一
つ
の
光
明
で
は
な
い
か
。

移
住
さ
れ
た
方
が
定
住
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
。

問

西
森
常
晴

答

片
岡
企
画
課
長

問

西
　
森
（
常
）

答

企
画
課
長

問

西
　
森
（
常
）

答

企
画
課
長

移住交流拠点施設となる元池川自然学園



相
手
が
立
っ
て
い
れ
ば
、

立
っ
て
応
え
る
の
が
常
識
だ
。

基
本
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

来
庁
者
へ
の
挨
拶
、
対
応

は
誠
意
を
持
っ
て
、
待
た
せ

る
こ
と
な
く
、
正
確
に
処
理

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

平成25年8月10日発行（9） 第32号

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
あ
る

ミ
ニ
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
好
評

だ
。本

は
、
読
む
人
の
心
を
豊

か
に
し
、
田
舎
に
い
て
も
町

と
同
じ
文
化
を
共
有
で
き
る
。

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
町
民

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
方

策
は
と
れ
な
い
か
。

町
民
が
希
望
す
る
本
が
借

り
ら
れ
る
よ
う
、
前
向
き
に

検
討
す
る
。

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
。

時
間
外
に
返
却
で
き
る
方

法
は
取
れ
な
い
か
。

研
究
し
て
み
る
。

問

西
　
森
（
常
）

答

谷
平
教
育
次
長

問

西
　
森
（
常
）

答

大
野
教
育
長

問

西
　
森
（
常
）

答

大
野
町
民
課
長

つ
い
最
近
、
テ
レ
ビ
に
仁

淀
川
町
の
役
場
が
映
っ
て
い

た
。イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
立
っ

て
い
る
の
に
、
マ
イ
ク
を
向

け
ら
れ
た
職
員
は
座
っ
て
応

え
て
い
る
。

来
庁
者
が
、
不
快
な
気
持

ち
を
持
っ
て
帰
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
職
員
も

反
省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
一
度
、
基
本
を
忘
れ
ず

ま
ご
こ
ろ
の
対
応
を
心
が
け

る
。

図書利用

接遇態度は

中央公民館入口の図書コーナー

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り
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答 搬出経費がかさみ厳しかった

納得できない間伐事業
収入1万438円

仁
淀
川
町
有
林
間
伐
事
業

に
関
し
て
の
工
期
及
び
月
々

の
明
細
を
問
う
。

事
業
工
期
は
５
カ
月
で
終

了
。「
森
の
工
場
」
実
績
の
内

訳
に
つ
い
て
は
、
ソ
ニ
ア
並

び
に
久
万
木
材
市
場
で
の
搬

出
間
伐
材
の
売
り
上
げ
明
細

書
は
あ
る
が
、
月
々
の
事
業

明
細
書
は
、
町
と
し
て
は
提

出
を
受
け
て
い
な
い
。
た
だ
、

議
長
の
ほ
う
か
ら
指
示
が
あ

れ
ば
、
資
料
提
出
は
で
き
る
。

ソ
ニ
ア
か
ら
の
「
出
来
高

検
収
書
兼
支
払
い
明
細
書
」

に
は
、
日
付
の
記
載
が
な
く
、

代
表
者
印
も
押
さ
れ
て
い
な

い
。
町
長
は
、
こ
の
事
実
を

ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

今
後
は
十
分
注
意
し
て
指

導
し
て
い
く
。

問

岡
田
良
成

答

町
　
長

価
格
は
久
万
木
材
市
場
の

平
均
価
格
、
７
千
900
円
／
„

で
あ
り
、
ソ
ニ
ア
（
株
）
の

平
均
価
格
は
６
千
600
円
／
„

と
な
っ
て
い
る
。

間
伐
を
す
る
理
由
は
、
山

林
が
良
く
な
り
、
一
定
の
収

入
が
見
込
め
る
か
ら
で
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
価
格
で
あ

れ
ば
、
絶
対
に
間
伐
は
し
な

い
。
以
前
の
質
問
を
参
考
に

す
れ
ば
、
補
助
金
１
千
102
万

５
千
541
円
の
内
、
町
と
し
て

の
補
助
金
も
191
万
９
千
500
円

を
継
ぎ
足
し
、
町
有
林
の
収

入
１
万
438
円
。
こ
れ
で
は
納

得
が
い
か
な
い
。

ソ
ニ
ア
は
、
久
万
木
材
市

場
の
単
価
を
参
考
に
買
い
入

れ
て
い
る
。

１
„
当
た
り
搬
出
費
用

が
、
１
万
１
千
650
円
で
あ
り
、

搬
出
間
伐
の
た
め
、
搬
出
道

路
は
総
延
長
４
千
290
ｍ
に
及

び
、
搬
出
経
費
が
か
さ
ん
で

お
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
っ

た
。

別
枝
の
間
伐
で
は
、
５
町

５
反
で
319
万
円
の
収
入
が
あ

る
。
21
年
度
以
降
に
、
町
有

林
の
間
伐
は
さ
れ
て
い
な
い

か
。22

年
度
事
業
で
は
、
別
枝

地
区
4.77
町
歩
で
61
万
７
千
370

円
（
間
伐
料
含
む
）。
長
坂
地

区
12
・
99
町
歩
で
394
万
８
千

322
円
、
長
者
地
区
2.6
町
歩
で

115
万
２
千
５
百
円
の
収
入
と

な
っ
て
い
る
。

長
坂
山
と
池
川
町
有
林
を

比
較
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
が

急
峻
で
あ
り
条
件
が
悪
い
か
。

現
地
に
行
っ
た
の
か
。

問

岡
　
田

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

答

町
　
長

問

岡
　
田

間伐作業

池
川
町
有
林
に
は
、
２
回

足
を
運
ん
だ
が
、
標
高
900
ｍ
、

条
件
の
悪
い
現
場
だ
っ
た
。
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５
月
に
、
長
者
・
別
府
小

連
合
、
池
川
・
大
崎
小
連
合

で
、
ま
た
、
仁
淀
中
・
池
川

中
連
合
で
の
修
学
旅
行
が
無

事
終
了
し
た
。

高
吾
地
区
中
学
校
総
合
大

会
で
は
、
仁
淀
中
・
池
川
中

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

池
川
中
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
県
大
会
出
場
を
決
め
た
。

学
校
再
編
に
よ
り
中
学
校

は
２
校
と
な
り
、
旧
吾
川
中

の
在
校
生
全
員
が
通
学
す
る

こ
と
に
な
っ
た
池
川
中
で
は
、

落
ち
着
い
て
伸
び
伸
び
と
勉

強
で
き
て
お
り
、
部
活
な
ど

学
校
活
動
も
元
気
に
頑
張
っ

て
い
る
。

特
に
吾
川
中
か
ら
の
生
徒

は
、
挨
拶
が
は
っ
き
り
と
大

き
な
声
で
で
き
、
学
校
全
体

が
以
前
に
増
し
て
明
る
い
雰

囲
気
に
な
っ
た
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。

教育長行政報告 教育長 大野　敏光

今
議
会
に
提
案
し
て
い
る

補
正
予
算
は
、
保
育
事
業
に

対
す
る
保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
費
補
助
金
、

440
万
円
、
子
供
子
育
て
支
援

事
業
計
画
調
査
委
託
料
、
180

万
円
。

秋
に
予
定
の
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
開
会
式
に
秋
葉
祭
り
の

練
り
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
に
伴
う
経
費
へ

の
補
助
金
150
万
円
。

寺
村
小
の
解
体
工
事
へ
向

け
て
の
設
計
委
託
料
75
万
円

な
ど
。

修

学

旅

行

高
吾
地
区
大
会

学

校

再

編

補

正

予

算

学校再編よいスタート

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

修
学
旅
行
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

授
業
風
景
（
池
川
中
）

プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）プール（池川小）



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（12）

大石弘秋町長 行政報告

支援へ

大原康男氏

平
成
25
年
春
の
叙
勲
が
発

表
さ
れ
、
元
仁
淀
川
町
議
会

議
員
の
大
野
泰
三
氏
と
、
元

吾
川
村
消
防
団
副
団
長
の
大

原
康
男
氏
が
受
賞
の
栄
誉
に

輝
か
れ
た
。

大
野
氏
は
、
地
方
自
治
と

地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
旭
日
双
光
章
を

受
賞
。
大
原
氏
は
消
防
団
活

動
の
功
績
に
よ
り
、
瑞
宝
単

光
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

ま
た
、
高
齢
者
叙
勲
と
し

て
、
旧
池
川
町
議
会
議
員
の

野
村
實
氏
が
地
方
自
治
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
、
旭
日

単
光
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

健
康
に
は
十
分
留
意
さ
れ
、

本
町
の
発
展
の
た
め
に
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

昨
年
末
に
総
人
口
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
が

50
％
を
超
え
た
本
町
に
お
い

て
は
、
過
疎
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
様
々
な
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。「
買
い
物
弱

者
」
の
支
援
策
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

本
町
と
同
様
に
高
齢
化
が

深
刻
な
大
豊
町
は
、
昨
年
11

月
「
買
い
物
弱
者
」
の
解
消

を
目
指
し
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
声

掛
け
、
見
守
り
活
動
も
実
施

し
て
い
る
。

本
町
も
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
検
討
し
て
お
り
、
４
月
に

は
商
工
会
や
福
祉
関
係
者
、

町
職
員
な
ど
が
、
大
豊
町
の

サ
ー
ビ
ス
導
入
の
経
緯
や
開

始
か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
、

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
町
や
県
の

助
成
、
見
守
り
支
援
な
ど
の

研
修
を
行
っ
た
。

現
在
、
商
工
会
で
具
体
化

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
体

制
が
整
い
次
第
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
積

極
的
に
支
援
を
考
え
る
。

６
月
４
日
、
高
知
県
は

「
ひ
と
つ
の
大
家
族
」
と
す
る

「
高
知
家
」
の
概
念
を
発
表
し

注
目
を
集
め
た
。
仁
淀
川
町

も
近
年
、
知
名
度
の
向
上
に

腐
心
し
、
そ
の
効
果
は
確
実

に
広
が
っ
て
い
る
と
手
ご
た

え
を
実
感
し
て
い
る
。
新
幹

線
グ
リ
ー
ン
車
の
車
内
誌
で
、

仁
淀
川
の
取
り
上
げ
が
決
定

し
、
先
日
取
材
が
行
わ
れ
た
。

吉
田
類
さ
ん
の
仁
淀
川
流

域
の
魅
力
紹
介
や
、
高
橋
宣

之
さ
ん
の
写
真
に
よ
り
、
本

町
な
ど
流
域
の
魅
力
を
満
載

し
、
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線

の
車
内
で
配
布
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

情
報
発
信
の
効
果
を
活
か

し
、
観
光
来
訪
者
の
受
け
入

れ
態
勢
の
充
実
や
移
住
促
進

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
県

外
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
、
７
月

下
旬
に
は
県
の
「
高
知
暮
ら

し
体
感
ツ
ア
ー
」
が
本
町
を

メ
イ
ン
と
し
た
内
容
で
実
施

さ
れ
る
。

春
の
叙
勲

買
い
物
弱
者
支
援

知
名
度
の
向
上

大野泰三氏
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買い物弱者

25
年
度
予
算
事
業
の
執
行

は
、
24
年
度
補
正
予
算
と
合

わ
せ
、
本
格
的
に
動
き
始
め

た
。今

後
は
、
意
欲
的
に
事
業

の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
細

心
の
注
意
を
払
い
予
算
の
執

行
に
取
り
組
む
。

５
月
24
日
開
催
の
地
方
制

度
調
査
会
に
お
い
て
、
合
併

市
町
村
に
お
け
る
支
所
・
出

張
所
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ

た
。住

民
自
治
強
化
の
た
め
に

も
総
合
支
所
な
ど
の
機
能
を

継
続
し
て
活
用
す
る
た
め
に

は
、
国
の
財
政
措
置
を
講
ず

る
必
要
が
あ
り
、
地
方
の
意

見
を
聞
い
た
う
え
で
答
申
に

盛
り
込
む
と
の
報
道
が
さ
れ

た
。総

合
支
所
・
出
張
所
を
設

置
し
て
い
る
本
町
と
し
て
は
、

歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
り
今

後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

５
月
26
日
大
阪
市
で
、
仁

淀
川
町
出
身
者
で
組
織
す
る

「
近
畿
仁
淀
川
会
総
会
」
が
、

総
勢
130
人
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら

も
24
人
が
参
加
し
た
。

総
会
後
は
、
近
況
報
告
や

意
見
交
換
な
ど
、
和
や
か
な

交
流
を
深
め
、
私
か
ら
は
町

行
政
の
推
進
に
、
一
層
の
ご

理
解
と
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
。

池
川
自
然
学
園
の
施
設

は
、
移
住
促
進
の
拠
点
施
設

と
し
て
活
用
す
べ
く
、
開
設

準
備
を
進
め
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
や
移
住
、
定
住
、
交
流

な
ど
の
施
策
に
符
合
し
た
形

で
、
指
定
管
理
に
よ
り
運
営

す
べ
く
「
仁
淀
川
町
移
住
交

流
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
お
よ
び

関
連
予
算
を
計
上
し
た
。

予
算
の
執
行

合
併
支
援
の
継
続

近
畿
仁
淀
会

池
川
自
然
学
園

近畿仁淀会総会（大阪にて）



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（14）

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 2 回（6月）定例会－

○
専
決
処
分
の
報
告

■
平
成
24
年
度
（
繰
越
）

生
活
基
盤
近
代
化
事
業
土

居
簡
易
水
道
基
幹
改
良
工

事変
更
前
の
契
約
金
額

240
万
１
千
350
円
増
額
し
、

５
千
427
万
１
千
350
円

契
約
の
相
手
方

栄
宝
生
建
設
株
式
会
社

電
線
ケ
ー
ブ
ル
の
埋
設
標

識
シ
ー
ト
の
追
加
、
量
水
器

内
の
伸
縮
止
水
栓
の
追
加
な

ど
。

（
承
認
　
全
員
）

■
仁
淀
川
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

改
正
。

（
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
適
用
）

平
成
25
年
か
ら
復
興
特
別

所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
住
民
税
に
お
け
る

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
か
か
る

特
別
控
除
額
の
見
直
し
等
を

行
う
も
の
。

（
承
認
　
全
員
）

■
仁
淀
川
町
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
延
長
に
伴
う
改
正
。

（
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
適
用
）

（
承
認
　
全
員
）

■
仁
淀
川
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
一
部
改
正
。

（
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
適
用
）

（
承
認
　
全
員
）

■
平
成
24
年
度
仁
淀
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

１
億
７
千
253
万
２
千
円
を

追
加
し
、
83
億
３
千
530
万
６

千
円
と
す
る
。（

承
認
　
全
員
）

相能へ建築中のグループホーム



○
平
成
25
年
度
補
正
予
算

■
平
成
25
年
度
仁
淀
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

４
千
676
万
２
千
円
を
追
加

し
、
69
億
５
千
997
万
４
千
円

と
す
る
。

問
　
橋
本
議
員

以
前
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
池

川
と
池
川
小
学
校
の
間
に
あ

る
植
木
を
除
け
る
よ
う
議
会

か
ら
意
見
が
出
て
い
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
谷
平
教
育
次
長

校
長
か
ら
も
相
談
を
受
け

て
お
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

も
相
談
を
し
な
が
ら
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

お
年
寄
り
た
ち
は
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
て
慰
め
ら
れ
る
、

社
会
に
参
加
で
き
る
と
い
う

事
を
地
域
の
方
は
わ
か
っ
て

い
る
が
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成25年8月10日発行（15） 第32号

■
平
成
24
年
度
仁
淀
川
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

１
千
470
万
円
を
減
額
し
、

11
億
１
千
457
万
１
千
円
と
す

る
。

（
承
認
　
全
員
）

■
平
成
24
年
度
仁
淀
川
町

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

（
承
認
　
全
員
）

■
平
成
24
年
度
仁
淀
川
町

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

（
承
認
　
全
員
）

○
条
例
制
定
、
改
正

■
仁
淀
川
町
移
住
交
流
拠

点
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

仁
淀
川
町
の
魅
力
を
よ
り

一
層
実
感
で
き
る
よ
う
、
人

と
自
然
、
人
と
人
と
の
触
れ

合
う
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
移
住
促
進
な
ど
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
仁

淀
川
町
移
住
交
流
拠
点
施
設

を
設
置
す
る
た
め
定
め
る
。

（
可
決
　
全
員
）

答
　
大
野
教
育
長

早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
山
口
議
員

移
住
交
流
拠
点
施
設
指
定

管
理
業
務
の
金
額
の
内
訳
は
。

答
　
片
岡
企
画
課
長

平
成
26
年
度
分
の
指
定
管

理
業
務
と
し
て
、
指
定
管
理

者
１
人
、
清
掃
等
の
管
理
者

１
人
、
計
２
人
分
の
人
件
費
。

問
　
藤
野
議
員

購
入
予
定
の
、
土
地
の
場

所
は
。

答
　
竹
本
総
務
課
長

引
地
橋
ト
イ
レ
周
辺
と
、

森
の
駐
在
所
横
の
土
地
。

問
　
藤
野
議
員

下
北
川
・
中
線
の
改
良
工

事
の
場
所
は
。

池川小と池川ディサービス間の植木



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成25年8月10日発行 第32号　（16）

答
　
大
野
産
業
建
設
課
長

下
北
川
集
会
所
手
前
の
改

良
工
事
。

問
　
岡
田
議
員

ど
う
い
う
意
図
が
あ
っ
て

土
地
を
購
入
す
る
の
か
、
土

地
の
購
入
費
用
は
。

不
動
産
鑑
定
委
託
料
、
調

査
委
託
料
と
は
。

答
　
竹
本
総
務
課
長

引
地
ト
イ
レ
の
周
辺
に
つ

い
て
は
、
ト
イ
レ
自
体
は
町

が
設
置
し
て
お
り
、
国
道
と

町
道
の
進
入
口
を
結
ぶ
重
要

な
土
地
で
も
あ
る
た
め
。
購

入
費
は
、
約
500
fl
988
万
円
。

森
の
駐
在
所
横
は
、
駐
車

場
等
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使

用
予
定
で
、
住
宅
地
へ
の
進

入
路
に
も
な
る
。
購
入
費
は
、

約
84
fl
で
168
万
９
千
円
。

委
託
料
は
、
池
川
の
竹
ノ

谷
地
区
に
若
者
定
住
等
の
用

地
と
し
て
、
地
権
者
と
交
渉

す
る
た
め
の
調
査
費
用
。

問
　
岡
田
議
員

竹
ノ
谷
地
区
の
ど
の
辺
り

か
。
土
地
の
購
入
に
つ
い
て

は
中
身
を
吟
味
し
た
の
か
。

答
　
総
務
課
長

池
川
中
学
校
の
西
側
周

辺
。近

隣
の
状
況
等
も
考
慮

し
、
検
討
し
て
購
入
す
る
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

名
野
川
の
旧
保
育
所
跡
の

売
却
で
、
保
育
所
の
下
の
土

地
も
購
入
し
、
車
が
上
が
れ

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

名
野
川
小
学
校
の
下
に
も

良
い
土
地
が
あ
る
が
。

答
　
大
石
町
長

取
り
合
わ
せ
道
の
確
保
等

も
含
め
利
活
用
を
考
え
て
い

き
、
移
住
促
進
に
取
り
組
む
。

問
　
若
藤
議
員

設
計
委
託
料
を
押
さ
え
る

た
め
職
員
に
勉
強
を
さ
せ
た

ら
ど
う
か
。

答
　
大
石
町
長

専
門
職
で
も
あ
り
、
す
ぐ

に
は
難
し
い
が
検
討
す
る
。

問
　
山
口
議
員

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

購入予定地（引地橋公衆トイレ周辺）
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答
　
岡
�
仁
淀
地
域
振
興
課
長

高
瀬
本
村
集
会
所
の
雨
漏

り
の
改
修
工
事
367
万
５
千
円

の
補
助
。

反
対
討
論
　
岡
田
議
員

引
地
の
ト
イ
レ
の
清
掃
費

に
年
間
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
、
988
万
円
と

い
う
多
額
な
費
用
を
投
じ
て

購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
疑
問
が
あ
る
の
で
反

対
す
る
。

賛
成
討
論
　
若
藤
議
員

こ
の
土
地
は
、
四
十
年
間

町
が
無
償
で
借
り
て
い
る
。

第
三
者
に
購
入
さ
れ
た
り
、

取
り
壊
せ
と
言
わ
れ
る
と
、

町
と
し
て
大
き
な
痛
手
と
な

る
。修

正
案
も
出
さ
ず
一
般
会

計
予
算
に
反
対
す
る
者
は
議

員
の
資
格
が
な
い
。

当
然
、
賛
成
だ
。西森

　
常
晴

坂
本
　
伝
一

藤
原
　
陽
三

橋
本
　
眞
一

討
論

西
森
　
久
雄

農
本
　
規
仁

山
口
　
芳
正

野
村
　
安
夫

若
藤
　
敏
久

（
多
数
　
賛
成
）

○
そ
の
他

■
町
有
財
産
（
建
物
）
の

無
償
譲
渡
に
つ
い
て

仁
淀
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
岩
丸
荘
」
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
み

じ
荘
に
併
設
し
て
建
設
さ
れ

運
営
し
て
き
た
が
、
利
用
者

の
増
加
に
伴
い
手
狭
と
な
っ

た
た
め
新
た
な
場
所
に
整
備

を
行
っ
た
。

前
施
設
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
用
途
に
供
す
る

も
の
と
し
て
管
理
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
無
償
譲
渡
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
字
の
区
域
及
び
名
称
の

変
更
に
つ
い
て

国
土
調
査
の
実
施
に
伴

い
、
大
字
土
居
の
一
部
と
竹

ノ
谷
の
一
部
、
坂
本
の
一
部

の
区
域
が
、
大
字
寄
合
に
飛

地
の
字
と
し
て
存
在
す
る
た

め
、
大
字
の
区
域
及
び
名
称

を
変
更
し
整
理
す
る
も
の
。

（
可
決
　
全
員
）

購入予定地（森地区）

ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

炭
に
な
か
な
か
火
が
移
っ
て
く
れ
な
か

っ
た
り
、
熱
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
焼
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

夜
は
教
育
長
さ
ん
か
ら
、
星
空
の
お

話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
日
目

は
、
そ
ば
打
ち

を
体
験
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
と
か
で
見
る
た
び
、
自
分
で

も
こ
ね
て
、
細
か
く
切
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
食
べ
て
み

る
と
、
思
っ
て
い
た
よ
り
太
い
の
が
た

私
た
ち
池
川
中
学
校
１
年
生
17
名
は
、

５
月
９
日
「
し
も
な
の
郷
」
で
宿
泊
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
山
の
大
切

さ
を
学
び
、
坪
井
の
郷
で
間
伐
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
し
も
な
の
郷
」
へ

行
き
、
野
外
学
習
を
行
っ
て
、
夕
食
は
み

ラ�コ�ム�

宿
泊
研
修

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
大
崎
小
学
校
出
身

の
人
た
ち
と
は
小
学
校
６
年
生
で
修
学
旅

行
に
一
緒
に
行
き
ま
し
た
が
宿
泊
研
修
は

初
め
て
で
し
た
。
今
回
、
一
緒
に
行
っ
た

か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
学
べ
た

と
思
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
久
し
ぶ

り
に
多
人
数
で
遊
び
、
楽
し
い
し
お
も
し

ろ
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
で

は
、
初
め
て
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
１
年
生
み
ん
な
で
仲

良
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。（

池
川
中
１
年
　
青
木
　
奈
緒
）
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が
増
え
た
お
か
げ
で
、
授
業
の
時
な
ど
に
一
味

違
う
意
見
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
の
で
発
想
が
広
が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
行
事

が
待
ち
構
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
度
に
皆
で
し

っ
か
り
力
を
合
わ
せ

て
素
晴
ら
し
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

（
池
川
中
３
年
　
掛
水
　
満
帆
）

新
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
っ
て
４
カ
月
。

一
学
期
も
、
も
う
終
わ
り
を
向
か
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

私
が
、
生
活
を
し
て
き
て
思
っ
た
の
は
、

皆
の
顔
に
笑
顔
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。
人
数

ラ�コ�ム�

事
務
局
か
ら
見
え
る
、
大

崎
小
の
プ
ー
ル
の
水
の
青
さ
、

せ
ん
だ
ん
の
木
の
緑
、
入
道

雲
。
夏
本
番
で
す
。
（
山
諸
）

鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
。

ツ
ル
ツ
ル
、
咬
め
咬
め
、
さ

て
、
長
生
き
は
ど
っ
ち
。

（
西
森
建
）

熱
中
症
対
策
は
、ポ
カ
リ
・

コ
ー
ラ
・
カ
ル
ピ
ス
そ
れ
に
、

自
家
製
梅
ジ
ュ
ー
ス
で
乗
り

切
る
つ
も
り
。

（
西
森
常
）

中
学
再
編
後
、
１
年
目
で

県
大
会
優
勝
・
準
優
勝
。
こ

の
勢
い
で
全
国
大
会
で
も
同

校
対
決
を
目
指
せ
。
（
農
本
）

子
つ
ば
め
の
世
話
を
し
て

一
カ
月
、
自
分
で
餌
を
と
る

こ
と
が
で
き
ず
、
自
然
界
へ

の
復
帰
は
厳
し
そ
う
（
若
藤
）

夏
は
山
に
、
川
に
、
海
に

心
が
弾
む
。
事
故
の
な
い
楽

し
い
、
思
い
で
深
い
夏
休
み

に
し
て
ほ
し
い
。

（
山
口
）

合
併
し
て
８
年
、
３
回
目

の
町
長
選
が
行
わ
れ
る
。
暑

い
夏
が
、
い
っ
そ
う
暑
く
な

り
そ
う
で
す
。

（
藤
野
）

編

後
集

記

新
し
い
生
活
が

始
ま
っ
て

日

記

帳

25
年
３
月

５
日

全
員
協
議
会

５
〜
７
日

第
１
回
定
例
議
会

11
日

平
成
25
年
度
第

１
回
吾
川
郡
町

村
議
会
議
長
会

（
仁
淀
川
町
）

15
日

町
内
中
学
校
卒
業
式

16
日

自
然
学
園
卒
業
・

閉
園
式

20
日

町
内
小
学
校
卒
業
式

23
日

吾
川
中
学
校
閉
講
式

27
日

広
域
消
防
庁
舎

落
成
式

29
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
池
川
」

及
び
仁
淀
川
町

福
祉
セ
ン
タ
ー

落
成
祭
・
落
成
式

30
日
　
439
交
流
館
落
成
式

４
月

３
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

８
日

佐
川
高
校
入
学
式

９
日

春
季
戦
没
者
追

悼
式（
池
川
地
区
）

10
日

春
季
戦
没
者
追

悼
式（
仁
淀
地
区
）

15
日

春
季
戦
没
者
追

悼
式（
吾
川
地
区
）

17
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

21
日

中
津
観
光
開
き

池
川
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
歓

送
迎
会

24
〜
26
日

吾
川
郡
議
長
会

県
外
研
修

（
富
山
・
新
潟
）

５
月

７
日

439
期
成
同
盟
会

総
会

14
日

仁
淀
川
町
防
災

会
議

16
日

平
成
25
年
度
高
瀬

地
区
直
轄
地
地
す

べ
り
対
策
事
業
推

進
協
議
会

20
日

平
成
25
年
度
道

路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
高
知

県
地
方
協
議
会

通
常
総
会
及
び

道
路
促
進
高
知

県
大
会

28
・
29
日

第
38
回
町
村
議

会
議
長
・
副
議

長
研
修
会

30
日

平
成
25
年
度
高

吾
北
地
区
地
域

安
全
協
会
役
員

会
及
び
総
会

６
月

２
日

牧
野
富
太
郎
ふ

る
さ
と
館
及
び

浜
口
邸
落
成
式

典
及
び
祝
賀
会

４
日

議
会
運
営
委
員
会

７
日

平
成
25
年
度
第

２
回
吾
川
郡
町

村
議
会
議
長
会

（
仁
淀
川
町
）

天狗高原への遠足（池川中）


